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外国人に魅力的な信州とは
「多文化共生新時代の構築」 松本でシンポジウム
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行
政
や

N
P
o
．
企
業
関
係
者
が
状
況
報
告

外
国
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
麟
論
を
交
わ
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1119
日
、
松
本

市
の
信
毎
メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ
ン

「
住
み
続
け
た
い
と
思
う
地
域
づ
く
り
を
」

人
口
減
少
が
進
む
中
、
外
国
人
か
ら
選
ば
れ
る
地
域
や
企
業
を
目
指
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
し
ん
し
ゅ

2

晏
文
化
共
生
新
時
代
の
構
築
」
が
19日
、
松
本
市
の
信
毎
メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
開
か
れ
た
。
技

能
実
習
に
代
わ
る
新
制
度
「
育
成
就
労
一
創
設
の
動
き
も
踏
ま
え
、
市
内
の
マ
レ
ー
シ
ア
出
身
経
営
者

ゃ
喪
家
ら
が
パ
ネ
ル
討
論
。
外
国
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

ド

し

|
|

薗
生

i

産
諾
奴

林
さ
ん
は
1
9
9
2年
か

ら

信

食

品

―

を

呼

び

か

け

る

コ
d

走
そ
働
く
」

州
大
（
本
部
・
松
含
）
で
学
び
、

メ

ー

ル

で

発

信

し

た

り

社

ギ

羅

ォ

ー

ナ

母
国
る
ぃ
た
後
、

99年
か

ら

再

し

て

い

し

た

。

テ

チ

ッ
プ
」
も

び
松
本
で
暮
ら
す
。
長
く
住
む
理
主
催
つ
の
N
P
O法
と
し
た
ro

由
に
つ
い
て
「
襲
わ
り
だ
っ
た
人
「
中
共
生
ネ
ッ
ト
ワ

―犀

面

哭

の

鈴

木

一

の
丸
山
文
さ

ー（
移
民
政
策
）
は

「
一
人
一

人
に
一

働
年
や

i

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
店
長
な
ど
、
す
ー
ク
」

{(松
本
市
）

ご
く
お
世
話
に
な
っ
た
人
が
多
ん
は
、

環

と
連
携
し
て
支
援
を

家
涙
が
い
て
夢
が
あ
る
。

い
。
こ
の
地
域
に
恩
返
し
を
し
た
行
う
意
義
を
説
明
。
県
多
文
化
共
す
い
‘

暮
ら
し
や
す
い
地
域
は
、

い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
」
生
・
パ
斎
ー
ト
室
の
春
原
直
美
日
本
人
も
来
て
く
れ
る
は
ず
疇
」
―

農
の
状
況
報
告
で
は
、
地
域
と
述
べ
た
。
身
近
な
外
国
人
と
「
強
室
長
は
べ
日
本
語
教
育
の
技
術
や
と
惹
えた。

―

そ
の
人
は
日
経
験
の
あ
る
人
を
市
町
村
や
企
業

・一技
能
実
習
制
度
は
原
則
と
し
て

｀

で
暮
ら
す
外
国
人
を
支
援
す
る
行
い
絆
が
で
き
れ
ば
、

政
や
N
P
O、
企
業
の
関
係
者
ら
本
に
残
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
」
と
に
紹
介
す
芍
事
業
を
報
告
し
た
。

3
年
面

4

、他
の
職
場
に
移
る
こ
と

（

阿
部
守
一
右知
事
は
「
多
文
化
共
が
疋
き
な
い
。
育
成
就
労
は
制
限
、

が
発
表
。
マ
レ
ー
シ
ア
出
身
で
、
頭
調
し
た
。

メ
イ
ン
の
政
策
期
間
牽
翠
務
分
野
ご
と
に
1
S
2

年

松
本
市
で
精
密
部
品
製
造
な
ど
の
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
を
持
生
は
こ
れ
ま
で
、

'

会
社
を
経
営
す
る
和
細
即
さ
ん
は
つ
外
国
人
を
支
援
す
る
「
A
I
C」
に
は
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
行
の
範
回
で
設
定
し
、
一
部
緩
和

日
本
や
松
本
へ
の
思
い
を
通
し
、
（
伊
那
市
）
の
社
長
、
小
林
克
規
政
も
真
剣
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
さ
れ
る
が
ヘ
一
定
の
日
本
語
能
力

i`

外
国
人
が
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
さ
ん
は
、
外
国
人
に
ご
み
出
し
の
け
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
が
必
要
こ
な
る
。
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り
、
日
本
を
選
ぶ
理
由
は
給
与
額

一

よ
り
「
安
全
、
ア
ニ
メ
、
文
化
」
ビ
ッ
万
ニ
モ
ー
タ
ー
蕊

「
労
働
環
境
の
整
備
必
要
」

一

が
増
え
て
い
る
と
指
摘
。
職
場
へ

い

の
傷
を
図
る
に
は
酋
置
境
の

・・、県

内

含

む

854

整
備
が
必
要
と
し
、

J
I
C
Aの

：

「
社
会
の
担
い
手
と
し
て
」

専
門
家
ら
指
摘
臨
変
醤
屡
も
宴
咆
た
。』
酋
霞
売
大
手
ビ
ッ
グ
モ
ー

~

同
セ
ン
タ
ー
の
毛
受
敏
浩
さ
ん
夕
J
の
自
動
車
竪
備
不
正
問
題

書

農
で
薯
茅
外
国
人
賃
が
流
轟
羅
も
抱
え
て
い
る
。
は
「
定
住
を
想
定
し
な
い
外
国
人
で
、
必
笞
地
の
地
互
翠
胃
な
ど
が

昨
年
末
、

4
万
人
を
超
え
て
人
口
今
回
の
シ
ン
ポ
の
共
催
に
は
国
の
受
け
入
れ
が
問
題
を
複
雑
化
さ

2
@
2
3年
12月
以
降
、
．今
月
8
ぃ

比
は
2
％
を
突
破
し
た
。
た
だ
、
際
協
力
機
構

(
J
I
C
A)
と
日
せ
て
い
る
」
と
し
、
「
一
時
的
な
日
ま
で
に
長
野
県
を
含
む
お
都
府
↓

冒
、
台
湾
な
ど
と
の
人
材
獲
得
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）
滞
在
者
で
な
く
、
社
会
の
重
要
な

t
i

呑
行
政
処
分
を
出
し

も
加
わ
っ
た
。

J
I
C
Aの
宍
戸
担
い
手
と
の
認
識
を
持
っ
て
ほ
し

i

r

国
土
交
通
省
ヘ
一

-った二
．
国
交
省
は
．
一

健

一

さ

ん

は

「

ベ

ト

ナ

ム

出

身

の

い

」

と

話

し

た

。

一

実
習
生
は
今
、
事
前
に
ス
マ
ー
ト
留
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
約

i

一
工
場
を

一
斉
処
分

-

一
全
国
の
整
備
工
場
i

フ
ォ
ン
で
よ
く
調
べ
て
企
業
を
選

4
万
人
の
外
国
人
従
業
員
が
店
舗

と

ん
で
い
る
」
と
明
か
し
た
。
現
地
で
働
く
セ
プ
ン
ー
イ
レ
プ
ン
・
ジ

-

―

を
継
続
°
'
一
部
重
｝

と
日
本
の
賃
金
格
差
も
小
さ
く
な
ャ
パ
ン
の
安
井
誠
さ
ん
は
「
留
学

i

全
体
の
約
8
割
に
＇
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